
【小説】

【小説】 羊毛フェルトの比重 高森　美由紀

油絵は謎をささやく 翔田　寛 流転 笹本　稜平

アルツ村 南　杏子 あの図書館の彼女たち ジャネット・スケスリン・チャールズ

裏家電 嶋戸　悠祐 年年歳歳 ファン　ジョンウン

彼女が知らない隣人たち あさの　あつこ 【その他】

剣持麗子のワンナイト推理 新川　帆立 ぬか床づくり 下田　敏子

公孫龍　巻２ 宮城谷　昌光
エコクラフトで作るレーシー編みの

かごバッグと雑貨
朝野　由美子

さよならに反する現象 乙一 加トちゃんといっしょ 加藤　綾菜

ショートケーキ。 坂木　司 関取になれなかった男たち 佐々木　一郎

生者のポエトリー 岩井　圭也 短歌の時間 東　直子／編著

たとえ世界を敵に回しても 志駕　晃 大人の流儀　１１ 伊集院　静

脱北航路 月村　了衛 折れない言葉 五木　寛之

団地のふたり 藤野　千夜 タダキ君、勉強してる？ 伊集院　静

チョウセンアサガオの咲く夏 柚月　裕子 遺す言葉 瀬戸内　寂聴

小さき王たち　第１部 堂場　瞬一

ついでにジェントルメン 柚木　麻子 【えほん】

月の王 馳　星周 あかちゃんあかちゃん おおの　たろう

泣き虫先生 ねじめ　正一 あかちゃんといっしょ えがしら　みちこ

渚の螢火 坂上　泉 あるあさ、ぼくは… マリー・ホール・エッツ

菜の花の道 藤原　緋沙子 いのちの水 八百板　洋子／再話

二重らせんのスイッチ 辻堂　ゆめ
えんどうまめばあさんとそらまめじ

いさんのいそがしい毎日
松岡　享子／原案・文

ハイドロサルファイト・コンク 花村　萬月 おとうさんのぼり くすのき　しげのり

八月の母 早見　和真 かみはこんなにくちゃくちゃだけど ヨシタケ　シンスケ

パンとサーカス 島田　雅彦 学校はうたう 杉本　深由起／詩

百年厨房 村崎　なぎこ きょうりゅうバスでとしょかんへ リウ　スーユエン

人でなしの櫻 遠田　潤子 げんこつやまのたぬきさん とよた　かずひこ

マスカレード・ゲーム 東野　圭吾 １０ぴきのおばけとすすおばけ にしかわ　おさむ

新 着 図 書 案 内
＊ 南越前町の図書館では、町内どこの図書館でも貸出・返却が可能です。
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【おはなし】

【えほん】 あっちもこっちもこの世はもれなく いとう　みく

神社のえほん 羽尻　利門 学校のおばけずかん　ハイ！ 斉藤　洋

とうちゃんはりょうりにん はしもと　えつよ まちのおばけずかん 斉藤　洋

ないしょないしょのももんちゃん とよた　かずひこ 小梅の七つのお祝いに 愛川　美也

はるとスミレ ｅｔｏ コカチン 佐和　みずえ

はるなつあきふゆのたからさがし 矢原　由布子 だいじょうぶくん 魚住　直子

パンダのんびりたいそう いりやま　さとし 病院図書館の青と空 令丈　ヒロ子

ピンポーン！つぎとまります 五味　ヒロミ ふしぎ駄菓子屋銭天堂　１７ 廣嶋　玲子

へんしん 桃山　鈴子 ふしぎ町のふしぎレストラン　５ 三田村　信行

ほっぺにちゅ！ 新井　洋行 フルーツふれんずイガグリくん 村上　しいこ

ぼくがおこるとおこること 塚本　やすし 落語少年サダキチ　よん 田中　啓文

ワニはどうしてワニっていうの？ 大塚　健太 ひみつの地下図書館　１ アビー・ロングスタッフ

ママ、ママ、おなかがいたいよ レミイ・シャーリップ 【その他】 　

みらいのえんそく ジョン・ヘア 朝日ジュニア学習年鑑　２０２２ 朝日新聞出版

むしのずかん 雨宮　尚子 「オードリー・タン」の誕生 石崎　洋司

ヤングさんのオーケストラ なかえ　よしを 調べる学習子ども年鑑　２０２２ 朝日小学生新聞／監修

ゆきちゃんは、ぼくのともだち！ 武田　美穂 日本のすがた　２０２２ 矢野恒太記念会／編集

らんらんランドセル モリナガ　ヨウ ざんねんないきもの事典　やっぱり 今泉　忠明／監修

この他にも新着図書はあります！ぜひ、図書館へお越しださい！

《お問い合わせ》

南条図書館 ４７－３８１０

今庄図書館 ４５－８００４

河野図書館 ４８－２８８１

《ＨＰアドレス》

http://lib.town.minamiechizen.fukui.jp/

*図書の検索・予約などができます。

＊ＨＰからメルマガの登録ができます。

＜ 児 童 書 ＞

図書館からのお願い

図書館の本はバッグなどに入れて

持ち歩くようにお願い致します。

雨の日は特にご注意ください。

「香君（KŌKUN）」

上橋菜穂子・著 文藝春秋 ２０２２年

やせた土地でもぐんぐん育って、年に何度も収穫出来、病虫害に強く、連作障害もない、それで

いて美味しいオアレ稲。遥か昔に神郷からもたらされたという奇跡の稲は、香りで万象を知る力を

もつ代々の活神「香君」によって庇護されています。ウマール帝国はこの稲を基盤に発展を遂げて

きました。ただ西カンタル藩王国のケルアーンだけは「喜びと悲嘆の稲」と呼び、帝国から下賜さ

れるオアレ稲の作付けを拒んだことにより民から王座を追われています。彼の孫娘アイシャは物心

ついたころから<香りの声>を感じていました。アイシャと「香君」オリエが出会う頃、虫がつかな

いオアレ稲にオオヨマの卵がついているのがみつかります。上橋菜穂子さんの作品はファンタジー

でありながら様々な要素が含まれていて、これまでの作品と同じく読み応えがあります。


